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　令和３年第４回定例会が 12 月７日に開催され、条例の改
正２件、補正予算５件などが提案され、いずれも審議の結果、
原案のとおり可決した。 定 例 会

月12

議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第１号
水上村国民健康保険条例の一部を
改正する条例の制定

上位法である国の法律の改正にと
もなうもの

可　決
（全員賛成）

議案第２号
水上村国民健康保険税条例の一部
を改正する条例の制定

上位法である国の法律の改正にと
もなうもの

可　決
（全員賛成）

継続審査申出書
可　決

（全員賛成）

条例などの審議結果（補正予算を除く）

一般会計補正予算　1億 600万円 追加
歳入歳出予算の総額に１億 600 万円を追加し、総額を 49 億 9,600 万円

とするもの。
　ふるさと寄附金事業費 4,412 万 7,000 円、ふるさと応援基金積立金 3,000
万円、子育て世帯への臨時特別給付金事業 1,708 万円、新型コロナウイ
ルス感染症対策グルメクーポン事業補助金 500 万円などの事業が追加計
上された。

一般会計補正予算　450万円 追加
歳入歳出予算の総額に 450 万円を追加し、総額を 50 億 50 万円とする

もの。
　古屋敷体育館トイレ等改修工事 450 万円の事業が追加計上された。

令和３年度水上村
一般会計補正予算（第５号）

令和３年度水上村
一般会計補正予算（第６号）

寄付返礼
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疑　  点を
　　　    いただす

那
須
良
策　

議
員

ふ
る
さ
と
寄
附
金
が
６
，
０
０
０

万
円
に
対
し
、
事
業
費
が
約
４
，

４
０
０
万
円
で
半
分
残
ら
な
い
と

思
う
が
不
足
分
も
含
め
て
の
補
正

な
の
か
。

田
代
総
務
課
長

通
常
で
あ
れ
ば
半
分
が
経
費
、
残

り
が
基
金
と
な
る
が
今
後
の
追
加

分
が
あ
っ
た
場
合
、
業
者
に
対
し

す
ぐ
経
費
を
支
払
う
必
要
が
あ
る

た
め
、
若
干
増
額
し
て
予
算
措
置

を
し
て
い
る
。
寄
附
額
が
大
幅
に

増
え
た
場
合
、
専
決
処
分
を
行
う

か
臨
時
会
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

元
湯
の
温
泉
施
設
使
用
料
に
つ
い

て
、
12
月
に
な
っ
て
補
正
が
出
て

い
る
が
予
算
時
に
正
確
に
調
べ
て

い
る
の
で
は
。

西
本
保
健
福
祉
課
長

５
月
ま
で
は（
株
）み
ず
か
み
が
運

営
し
て
お
り
、
無
料
温
泉
券
使
用

後
の
半
券
は
半
額
券
と
し
て
利
用

で
き
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し

て
村
に
請
求
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
６
月
よ
り
社
協
運
営
と
な
っ

た
た
め
補
正
を
お
願
い
し
た
い
。

山
崎
隆
浩　

議
員

ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業
で
納
税
寄

附
者
に
年
賀
状
送
付
と
あ
る
が
、

村
の
情
報
等
を
記
載
す
る
計
画
は
。

田
代
総
務
課
長

本
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
や
写
真
を
組
み
合
わ
せ
、

お
礼
状
と
し
て
年
賀
状
を
想
定
し

て
い
る
。

米
本
宗
徳　

議
員

古
屋
敷
体
育
館
ト
イ
レ
等
改
修
工

事
で
、
ト
イ
レ
は
外
か
ら
も
入
れ

る
よ
う
な
設
計
か
。

田
代
総
務
課
長

室
内
専
用
で
設
計
し
て
い
る
。

ー
主
な
質
疑
ー

議会を傍聴してみませんか
次回の議会定例会は３月です
（手続は住所・氏名を書くだけです）

詳しくは議会事務局☎44-0319まで
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国民健康保険特別会計（事業勘定）
　歳入歳出予算の総額に2,197万4,000
円を減額し、総額を３億 1,607 万 2,000 円
とするもの。

令和３年度水上村国民健康保険特別
会計（事業勘定）補正予算（第３号）

簡易水道事業特別会計
　歳入歳出予算の総額に 48 万4,000
円を追加し、総額を 9,329 万 1,000 円とす
るもの。

令和３年度水上村簡易水道事業
特別会計補正予算（第３号）

介護保険特別会計
　歳入歳出予算の総額に 2,500万円を
追加し、総額を４億 1,877 万円とするもの。

令和３年度水上村介護保険
特別会計補正予算（第２号）

－特別会計補正予算－

いずれも審議の結果、原案のとおり可決した。

臨 時 会回第 ５ 11月 24日開催
○令和３年度水上村一般会計補正予算（第４号）
　歳入歳出予算の総額に 1,200 万円を追加し、総額
を 48 億 9,000 万円とするもの。
　主に新型コロナウイルス感染症対策グルメクーポ
ン事業補助金 500 万円、湯山温泉水中ポンプ修繕
400 万円などの事業が追加計上された。

○条例などの審査
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第１号 工事請負変更契約の締結について
湯山小学校屋内運動場災害復旧
工事に係る請負変更契約を締結

可　決
（全員賛成）

継続審査申出書
可　決

（全員賛成）
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植
栽
が
な
さ
れ
60
年
近
く
経
ち

寿
命
が
近
づ
い
て
い
る
と
思
う

が
、
こ
れ
か
ら
の
５
年
先
を
見
て
管

理
を
行
う
か
、
そ
れ
と
も
40
年
、
50

年
先
を
見
て
管
理
を
行
う
か
。
計
画

的
な
改
植
は
考
え
て
い
な
い
か
。

中
嶽
村
長

『
染そ
め
い
よ
し
の

井
吉
野
』
は
、
育
て
方
に
よ
っ

て
は
70
年
、
80
年
も
つ
こ
と
も
不
可
能

で
は
な
い
と
「
さ
く
ら
の
会
」
か
ら
聞

い
て
お
り
、
根
気
よ
く
育
て
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
て
ん
ぐ
巣
病

に
強
い
と
い
わ
れ
る
『
神

じ
ん
だ
い
あ
け
ぼ
の

代
曙
』
や

『
陽よ

う
し
ゅ
ん春

』
を
後
継
種
と
し
て
植
栽
し
、

地
域
デ
ザ
イ
ン
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
四
季
折
々
の

景
観
を
醸
し
出
す
意
味
か
ら
も
桜
と
も

み
じ
の
混
植
も
行
っ
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

観
光
で
１
年
間
に
訪
れ
る
人
数

と
多
い
月
は
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

　

令
和
２
年
観
光
統
計
で
前
年
比

で
９
万
２
，
６
１
７
人
減
の
７
万
７
，

９
７
１
人
で
あ
る
。
月
別
で
は
、
日

帰
り
客
が
３
月
、
４
月
で
宿
泊
客
が

８
月
、
７
月
と
な
っ
て
い
る
。

水
上
村
の
一
番
の
観
光
は
、
桜

の
時
期
だ
と
思
う
が
、
て
ん
ぐ

巣
病
に
対
し
て
の
樹
木
医
の
診
断
ま

た
、
切
る
時
期
は
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

　

樹
木
医
か
ら
は
、
特
に
ひ
ど
い
場
合

は
癒ゆ

ご
う
ざ
い

合
剤
の
散
布
を
考
え
た
が
よ
い
と

聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
落
葉
後
の
寒
い

時
期
に
切
っ
て
い
る
。

昭
和
59
年
か
ら
始
ま
っ
た
日
本

一
の
桜
の
里
づ
く
り
運
動
は
、

現
在
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
か
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

　

桜
の
情
報
を
集
約
し
た
情
報
基
地
づ

く
り
を
基
調
と
し
、
産
地
間
競
争
に
対

応
す
べ
く
自
立
で
き
る
桜
の
里
ブ
ラ
ン

ド
産
品
の
開
発
、
人
材
育
成
に
よ
る
活

力
に
満
ち
た
豊
か
な
村
づ
く
り
を
目
指

す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

年
間
を
通
し
て
地
元
物
産
館
、

飲
食
業
、
宿
泊
業
、
温
泉
施
設

な
ど
多
く
の
商
業
施
設
が
潤
う
よ
う

な
日
本
一
の
桜
の
里
づ
く
り
が
必
要

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
今
後
の
取

り
組
み
は
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

　

基
本
姿
勢
は
、
１
万
本
の
桜
を
シ
ン

ボ
ル
に
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用
し

た
観
光
の
継
続
と
進
化
、
磨
き
上
げ
を

行
い
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
受
け
入
れ
態
勢
の
整

備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q. 地元産業が
　 潤うような取り組みは
A. １万本の桜と、
　 豊富な地域資源の磨き上げ

答

答 答

村の現状！今後の見通しは !!

問問

問

問

問 答

答

尾前　武志 議員
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以
前
、
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い

て
質
問
し
た
時
に
義
務
教
育
学

校
の
話
が
あ
り
、
そ
の
後
、
保
護
者
向

け
の
説
明
会
や
視
察
研
修
な
ど
が
行
わ

れ
て
き
た
。
令
和
５
年
度
か
ら
始
め
た

い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
ど
ん
な
形
で

ス
タ
ー
ト
す
る
の
か
。

西
野
教
育
長

　

義
務
教
育
学
校
は
小
学
1
年
生
か

ら
中
学
3
年
生
ま
で
通
し
た
教
育
を

す
る
学
校
で
あ
る
。
1
つ
の
学
校
に

1
年
生
か
ら
9
年
生
ま
で
入
る
の
が

普
通
だ
が
、
本
村
の
場
合
は
保
護
者

の
方
々
か
ら
小
学
校
を
早
く
一
緒
に

し
て
ほ
し
い
と
い
う
強
い
要
望
が
あ

り
、
ス
タ
ー
ト
は
施
設
等
の
関
係
も

あ
り
分
離
型
で
始
め
、
館
が
出
来
次

第
、
一
体
型
の
義
務
教
育
学
校
に
し

た
い
。
ま
た
、
5
、
6
年
生
に
関
し

て
は
中
学
校
の
専
門
教
科
の
先
生
を

入
れ
、
教
科
担
任
制
を
手
厚
く
し
、

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
を
防
ぎ
た
い
。

令
和
4
年
度
末
、
3
校
同
時
に

行
う
閉
校
式
の
内
容
と
予
算
の

流
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

Q. 義務教育学校の開校に
　 　　　向けての取り組みは
A. 各部会で問題点を協議していく

問答問

米本　宗徳 議員

西
野
教
育
長

10
年
前
の
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
の
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

学
校
運
営
協
議
会
、人
づ
く
り
振
興
会
、

Ｏ
Ｂ
そ
し
て
教
職
員
と
い
っ
た
方
々
で

実
行
委
員
会
を
作
り
、
閉
校
式
典
や
記

念
碑
、
記
念
誌
の
作
成
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。堤

田
教
育
課
長

　

予
算
関
係
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
な
く
実

行
委
員
会
に
補
助
金
を
出
す
形
で
、
教

育
委
員
会
か
ら
専
属
で
お
願
い
し
た
方

に
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

学
校
関
係
は
、
今
後
ど
の
よ
う

な
準
備
を
し
て
い
く
の
か
。

西
野
教
育
長

　

学
校
教
育
で
は
、
教
育
部
会
、
生

徒
指
導
部
会
、
学
習
部
会
、
保
健
・

安
全
部
会
、
事
務
部
会
の
5
部
会
で

編
成
し
協
議
を
進
め
て
い
く
。
他
に

部
会
長
会
議
、
先
生
た
ち
が
参
加
す

る
全
体
会
、
研
修
会
ま
た
は
校
長
会

を
定
期
的
に
開
催
し
問
題
点
を
協
議

し
て
い
き
た
い
。

答答

５
、６
年
生
の
教
科
担
任
制
は
施

設
が
離
れ
て
い
る
の
で
先
生
の

負
担
に
な
ら
な
い
か
。

西
野
教
育
長

　

視
察
研
修
で
調
整
す
る
方
法
が
わ

か
っ
た
の
で
、
先
生
方
の
負
担
を
軽

減
し
て
い
き
た
い
。

問答

問答編
集
後
記

　

受
験
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
、
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
目
指
し
て
高
校
、
大

学
へ
と
進
む
。
私
が
子
供
の
頃
は
将
来
の

目
標
が
な
く
、
た
だ
野
球
が
や
り
た
く

て
高
校
、
大
学
に
通
い
、
卒
業
す
る
頃

に
な
っ
て
よ
う
や
く
や
り
た
い
こ
と
が

見
つ
か
っ
た
気
が
す
る
が
、
今
の
子
供

た
ち
は
し
っ
か
り
と
し
た
目
標
を
決
め
、

高
校
や
大
学
を
受
験
し
て
い
る
。

　

入
試
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
の
大

会
や
発
表
会
な
ど
に
出
か
け
る
朝
「
頑

張
れ
よ
」
と
声
を
か
け
る
方
が
多
い
の

で
は
な
い
か
。「
頑
張
れ
よ
」
が
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
な
る
子
が
多
い
ら
し
く
「
い
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
か
、「
今
日
の
夕
食

は
何
に
す
る
ね
」
と
い
っ
た
普
段
通
り
に

送
り
出
す
の
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

子
供
た
ち
が
、
自
分
の
力
を
発
揮
で

き
る
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
る
の
が
、
私

た
ち
の
役
割
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
「
受
検
生
頑
張
れ
」
？    

米
本　

宗
徳

広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

米
本
宗
徳

　

副
委
員
長　

山
崎
隆
浩

　

委　
　

員　

杉
野
久
志
・
尾
前
武
志


